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１．構造分科会の活動

• 参加企業・メンバー数
• 48名、26社（過去最多）

• 活動体制
• 全体会（4か月に1回）
• ST-Bridge普及WG
• ST-Bridge計算WG
• 情報連携WG（2015年3月終了）
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２．ST-Bridgeの普及

• ST‐Bridgeとは
• IFCのみでは実現が難しい

日本国内の構造設計情報について
• IFCと構造関連ソフトウェアの

橋渡しのための標準フォーマット
• 特に、一貫構造計算プログラムとの連携に重点をおき

構造設計者自身のメリットを実現を目指す

• 更新履歴
• 2012年7月 Ver.1.0
• 2013年7月 Ver.1.1（Extension、3次元的な部材の寄り）
• 2014年6月 Ver.1.2（基礎柱、パラペット、梁配筋の内外端）
• 2015年1月 Ver.1.3（土間スラブ、土圧壁、フーチング形状）
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２．ST-Bridgeの普及
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ST-
Bridge 変換

⼀貫
構造計算
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構造解析
プログラム

構造図
作成
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IFC

構造3次元
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ
CAD

設備3次元
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ
CAD積算

プログラム

建築3次元
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ
CAD

ST-Bridge⇔IFCとアプリケーションの連携



２．ST-Bridgeのクロスチェック

• 標準モデルを使ったクロスチェック
• 出力可能なソフトウエア＝14＋1（開発中）
• 入力可能なソフトウエア＝8＋3（開発中）
• 出力可能なソフトウエアが書き出したST‐

Bridgeファイルを
入力可能なソフトウエアで読み込み
建物形状・断面属性をチェックする

• プログラムを修正し、次のチェックを行う

• チェック実績
• 2015年3月 （出力）9×（入力）1＝9
• 2015年5月 （出力）10×（入力）3＝30
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39通り

３．ST-Bridge計算編の作成

• 計算編
• 荷重条件、応力解析条件、断面設計条件
• 一貫計算プログラム用＋汎用解析プログラム用
• XML仕様書（Draft版）完成
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OUT

一貫計算 汎用解析

一貫計算

・クロスチェック・ピアチェック
・自社で基本設計＋外注で詳細設計
・他社設計物件の耐震診断
・増改築、・VE提案

・FEM解析
・立体動的解析
・施工段階解析
・フロントエンド利用（建物入力）

汎用解析
・動的解析結果から補強計算
・解析結果を戻す場合

・ピアチェック
・可視化（プレゼンテーション）



１．情報連携ＷＧの活動に関して 2014.3.27～2015.3.18

① 背景（ユーザーからの声）
・どのソフト間のデータ連携が可能か？
・どれだけの情報が連携できるのか？
・1枚の紙面上に全ての連携図が有ると良い

② 目的
・ 構造関連業務の効率化を図るために、
アプリケーションユーザーにわかりやすい
連携情報を提供することを目的とする
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２．情報連携ＷＧの活動に関して 2014.3.27～2015.3.18

③ 成果物１ 情報連携全体マップ
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建物情報連携の情報量を色で表現
Ａ．断面、寄り、レベル、鉄筋
Ｂ．断面、寄り、レベル
Ｃ．断面、鉄筋
Ｄ．断面

連携例 （astahツールを使用）
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２．情報連携ＷＧの活動に関して 2014.3.27～2015.3.18
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④ 成果物２ 連携実績一覧表
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２．情報連携ＷＧの活動に関して 2014.3.27～2015.3.18
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ファイル
ST‐B、IFC、CEDXM
のImport、Export

（修正した、連携実績一覧表）
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２．情報連携ＷＧの活動に関して 2014.3.27～2015.3.18

⑤ 成果物３ 相互連携度評価
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＜RC＞ ＜S＞ ＜SRC＞

RC,S,SRC毎に、評価点項目を設定し連携度を点数として表した。
（ RC：６２項目、S:３４項目、SRC：９５項目 満点は１００点 ）
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２．情報連携ＷＧの活動に関して 2014.3.27～2015.3.18
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ほとんどのアプリケーションは、中間ファイルを経由して連携を行っている。

使用する中間ファイル毎に表にまとめた。

ST-Bridgeを経由
して構造データ連
携可能なアプリ

が、爆発的に増え
た
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２．情報連携ＷＧの活動に関して 2014.3.27～2015.3.18

⑥ 成果物４ 本マップに関する問合せ一覧
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３．情報連携ＷＧの活動に関して 2014.3.27～2015.3.18

⑦ 配布方法
・ＩＡＩ日本に加入している会社の代表者宛に
一部づつ送付した

・2015年6月2日のＩＡＩ日本の総会で配布する
・ＩＡＩ日本のホームページから自由に
ダウンロード可能とする
http://www.building-smart.jp/

⑧ 情報更新
・連携表のみ年度末に情報を更新する
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